
建築環境部会の設置について（案）

１．設置の趣旨

低炭素社会を目指し、2050年までに世界全体で温室効果ガス排出量の半減

を実現するためには、我が国においても2050年までの長期目標として、現状

から60～80％の削減を行う必要があり、住宅・建築物においても、さらなる

長期的、継続的な取り組みのあり方について検討に着手する必要がある。

また、環境制約等の高まりの中で、循環型社会への転換が求められている

今日、住宅・建築物について、長期にわたり使用可能な質の高いものの整備

・普及を進め、環境負荷の低減に貢献する取り組みを推進する必要がある。

このような状況下において、低炭素社会、持続可能な社会の実現に向け、

個人の生活から都市の活動までを視野に入れた中長期的視点に立った環境対

策のあり方について検討する必要があることから、今般、国土交通大臣から

社会資本整備審議会に対して 「中長期的視点に立った住宅・建築物におけ、

る環境対策のあり方について」諮問がなされたところである。

この諮問を受けて、具体的かつ専門的に調査審議を行うため、建築分科会

に建築環境部会を設置することとする。なお、建築環境部会の設置に伴い、

住宅・建築物省エネルギー部会は廃止することとする。

２．建築環境部会における調査審議事項

国土交通大臣からの諮問を受けて、中長期的視点に立った住宅・建築物に

おける環境対策のあり方について調査審議を行うものとする。
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委員 浅見
あ さ み

 泰司
や す し

 東京大学教授 

 村上
むらかみ

 周三
しゅうぞう

 (独)建築研究所理事長 

 矢野
や の

 龍
りゅう

 住友林業(株)取締役社長 

臨時委員 青木
あ お き

 宏之
ひろゆき

 (社)全国中小建築工事業団体連合会会長 

 大森
おおもり

 文彦
ふみひこ

 東洋大学教授・弁護士 

 坂本
さかもと

 雄三
ゆうぞう

 東京大学大学院教授 

 
崎田
さ き た

 裕子
ゆ う こ

 

 

ジャーナリスト・ＮＰＯ法人持続可能な社会をつ

くる元気ネット理事長・ＮＰＯ法人新宿環境活動

ネット代表理事 

 澤田
さ わ だ

 雅
まさ

紀
のり

 全国建設労働組合総連合工務店対策部長 

 野城
や し ろ

 智也
ともなり

 東京大学教授 

専門委員 合場
あ い ば

 直人
な お と

 三菱地所株式会社執行役員ビルアセット開発部長 

 秋元
あきもと

 孝之
た か し

 芝浦工業大学教授 

 伊香賀
い か が

 俊
とし

治
はる

 慶應義塾大学教授 

 岩村
いわむら

 和夫
か ず お

 武蔵工業大学教授 

 岡本
おかもと

 章
あきら

 鹿島建設株式会社専務執行役員 

 清家
せ い け

 剛
つよし

 東京大学大学院准教授 

 中上
なかがみ

 英俊
ひでとし

 (株)住環境計画研究所代表取締役所長 

 根津
ね づ

 浩
こう

一郎
いちろう

 日本環境技研株式会社首席コーディネーター 

 南
みなみ

 一誠
かずのぶ

 芝浦工業大学教授 

 


